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部活動の現在と未来
　学校における部活動は、本来楽しく、貴重な友人関係が生まれる場所です。現在の部活

動が何故これほど問題になるのでしょうか。一つは、平成26（2014）年に発表されたOECD

国際教員指導環境調査（TALIS）です。「1週間当たりの教員の勤務時間は参加34カ国中最

長であり、授業時間は参加国平均と同程度であるが課外活動の指導時間が特に長い」とい

う結果でした。これまでも教員の部活動に関わる時間は水面下では問題視されてきました

が、教員による指導という時間尺度での話なので、教員以外の指導者が措置されればこの

問題はかなり解決します。もう一つは、平成24年に大阪市立桜宮高校で起こった部活動に

おける体罰事件です。スポーツの強豪校といわれる学校でしばしば発生する指導の中身の

問題であり、こちらは指導者が誰であるかは問いません。このように指導時間の長さの話と

指導の中身の話は、異なる立場からの部活動論に発展しそうですが、実際にはリンクして

います。特に中学校や高校の運動部では、地域でのリーグ戦で勝ち進めば、県内大会、そし

て全国大会へ出場するように勝負の世界という側面もあり、勝ち進むことを目標とする場合、

相当の練習時間が必要となることが想定されます。

　スポーツ庁が、昨年3月に運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラインを発表しま

した。学期中は週2日以上の休養日を設け、1日の活動時間は平日2時間、休日3時間までと

するという内容です。一方、平成29年3月告示の中学校学習指導要領では、「生徒の自主的、

自発的な参加により行われる部活動については（中略）学校教育の一環として、教育課程と

の関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の実態に応じ、地域の人々の協力、

社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携等の運営上の工夫を行い、持続

可能な運営体制が整えられるようにする」と記されています。「自主的、自発的な参加」も重

要な部分ですが、「持続可能な運営体制」に到達するには、まだまだハードルがありそうで

す。勝てるチームになりたい・育てたいという自然発生的な願望を、所定の限られた部活動

の時間の中でどのように達成するのか。この問いについて、誰か根本的な解決策をお持ち

なのでしょうか。

MESSAGE
学長室から
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※この概要は、文部科学省の関連資料を基に大学広報室が編集したものです

近年、学校教員の部活動の指導についてメディアで取り上げられ
ることが多くなり、生徒の学校生活に占める拘束時間の長さなど
から「ブラック部活」という言葉を聞くことも珍しくなくなりました。
また、部活動顧問教員の労働環境についても問題視されていま
す。なぜ、今になって「ブラック部活」と呼ばれるようになったの
か。そして、部活動の教育としての意義とは何か。今回は、社会動
向の変遷から部活動の在り方について探っていきます。

教育としての部活動

中学校学習指導要領による部活動の定義・解釈

中学校学習指導要領総則より

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や

責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、教育課程との

関連が図られるよう留意すること。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説より

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動について

�❶�スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養、互いに協力し合って友情を深めると
いった好ましい人間関係の形成等に資するものであるとの意義があること、

�❷�部活動は、教育課程において学習したことなども踏まえ、自らの適性や興味・関心等をより深く追求していく機会であるこ
とから、各教科等の目標及び内容との関係にも配慮しつつ、生徒自身が教育課程において学習する内容について改めて

その大切さを認識するよう促すなど、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること、

�❸�一定規模の地域単位で運営を支える体制を構築していくことが長期的には不可欠であることから、設置者等と連携しな
がら、学校や地域の実態に応じ、教員の勤務負担軽減の観点も考慮しつつ、部活動指導員等のスポーツや文化及び科学

等にわたる指導者や地域の人々の協力、体育館や公民館などの社会教育施設や地域のスポーツクラブといった社会教

育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うこと。

教育最前線
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部
活
動
も
時
代
の
価
値
観
に

合
わ
せ
た
変
化
を

運
動
部
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は
矛
盾
の
多
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教
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で
す
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業
が
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に
反
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さ
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な
い
と
い
う
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と
し
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盾
や
、教
育
活
動

な
の
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程
外
と
い
う
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さ
れ
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し
か
し
、誤
っ
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ら
な
い
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は
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動
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そ
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が
ブ
ラ
ッ
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に
な
っ
た
わ
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い
と
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と
で
す
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わ
っ
た
の
は
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動

部
を
取
り
巻
く
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代
で
す
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は「
変
わ
っ
た
」か
ら
で
は
な
く
、

「
変
わ
っ
て
い
な
い
」か
ら
問
題
な

の
で
す
。わ
が
国
で
は
、戦
後
か
ら

高
度
経
済
成
長
を
経
て
バ
ブ
ル
ま

で
、一
貫
し
て
資
本
主
義
を
謳
歌

し
て
き
ま
し
た
。
汗
水
垂
ら
し
て

残
業
や
休
日
出
勤
を
こ
な
し
、マ

イ
ホ
ー
ム
や
高
級
車
な
ど
よ
り
良

い「
モ
ノ
」を
手
に
入
れ
た
人
を
た

た
え
た
成
果
主
義
の
時
代
で
す
。

そ
れ
は
、顧
問
の
熱
血
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導
の
下
、

血
と
汗
と
涙
を
流
し
な
が
ら
、賞

状
や
メ
ダ
ル
と
い
う「
モ
ノ
」の
獲
得

を
競
う
運
動
部
活
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と
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の
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で
し
た
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ま
り
、運
動
部
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、時
代
を
担
う
人
材
を
輩

出
す
る
教
育
活
動
と
し
て
広
く
国

民
に
支
持
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、そ
の
価
値
観
は

大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。そ
れ
は

な
ぜ
か
。端
的
に
言
え
ば
、産
業
が

発
展
し「
モ
ノ
」が
世
に
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。「
モ
ノ
」

が
潤
沢
に
あ
る
今
、わ
れ
わ
れ
の
良

い「
モ
ノ
」へ
の
憧
れ
は
鈍
化
し
て
い

ま
す
。な
ぜ
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ら
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の「
モ

ノ
」が
安
価
で
簡
単
に
手
に
入
る

か
ら
で
す
。む
し
ろ
今
、わ
れ
わ
れ

が
欲
す
る
の
は「
モ
ノ
」そ
の
も
の

で
は
な
く
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モ
ノ
」を
通
し
て
得

ら
れ
る
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コ
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」の
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域
で
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な
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ょ
う
か
。よ
り
良
い「
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ノ
」

の
獲
得
を
重
視
し
た
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え
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迎
え
つ
つ
あ
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ま
す
。豊
か
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「
コ
コ
ロ
」を
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す
る
時
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変
貌
し
つ
つ
あ
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今
、運
動
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動
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い
ま
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旧
来
の
価
値
観
で
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、時
代

の
価
値
観
に
合
わ
せ
た
変
化
を
遂

げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、運
動
部
活

動
の
根
本
的
な
課
題
が
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

生活・健康・情報系教育コース

有
あり

山
やま

篤
あつ

利
とし

 准教授
研究分野／武道論（文化論・教育法）、�
体育科教育、運動部活動

昔と今の価値観の変遷

昔
成果重視の時代

（より良いモノが大事！）

「時代のキーワード」
敗戦、高度経済成長、

東京オリンピック、バブル、
偏差値教育

プロセス重視の時代
（豊かなココロが大事！）

「時代のキーワード」
ゆとり、働き方改革、

主体的で対話的で深い学び、
アクティブラーニング

今

教育最前線
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教員の部活動へのさまざまな声

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」の概要

学校における体制の見直しと、競技団体等の協力 休養日の設定等、医・科学に基づく活動

4つの
ポイント

少子化の中での子どものニーズを踏まえた環境整備 大会規定の見直し

部活動顧問の長時間労働、指導の専門性や生徒に課される勝つことのみを目的とした過度な練習…。
こうした問題を背景として、平成30（2018）年3月、スポーツ庁によって生徒がスポーツに親しめる
環境をつくるためのガイドラインが策定されました。

● 活動計画、方針を策定・公表
● 運動部活動の数の見直し
● 部活動指導員の積極的な任用

● 多様な目的の運動部の設置
● 複数校合同部活動等の推進
● 地域との連携

●  生徒の心身の健康管理、事故防止、 
体罰・ハラスメントの根絶

● 休養日や活動時間の設定・公表

● 参加単位の見直し
● 各学校の運動部が参加できる大会の上限の設定
● 大会日程の見直し

部活動と授業準備の両立が大変！
毎日残業になってしまう…

時間の許す限り活動を行い、
生徒を勝たせてあげたい！

土日も試合の引率があり
家族との時間が持てない…

部活動の顧問は
やりがいがある！

外部指導者の任用や休養日の設定、大会規定の見直しなどが明記
され、部活動が競技スポーツを担うことの限界が示されたことにつ

いては評価されるべきと考えます。しかし、部活動＝競技スポーツをするこ
とではありません。右図のように、部活動は教育として多様な役割や機能
を担っています。今回のガイドラインは、部活動が競技スポーツを担う限界
が示されているのですが、
他の大切な役割の充実に
は具体的に言及されていま
せん。私たち部活動に関わ
る者には、この問題を単に
競技スポーツに関わる負担
の軽減で片付けることなく、
子どもの生活や未来を豊か
にする教育として、どう再編
充実していくのかが問われ
ていると思います。

社会

教育 スポーツ
組織づくり

人材育成

スポーツ（文化）

個人生活

個人

有山先生の解説

部活動の役割と機能

学校を
運営する

人を
育てる

楽しく
生きる

日本の
文化を創る

（例）
▶ 学校PR
▶ 落ち着いた学校生活
▶ 母校愛や所属感

（例）
▶ 能力開発や個性伸長
▶ 望ましい人格形成
▶ 安心できる居場所

（例）
▶ 競技スポーツ
▶ 地域アイデンティティ
▶ 国民文化の発展

（例）
▶ 豊かな（スポーツ）ライフ
▶ 健康づくり
▶ 良好な家庭や友人関係

（文化活動）
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学部「部活動の指導と運営」

■ 担当教員／生活・健康・情報系教育コース

森田啓之准教授・有山篤利准教授

■ 科目区分／教職キャリア科目　■ 履修年次／学部3・4年　■ 受講人数／12人

■ 授業の概要

学校教育における部活動について、学習指導要領を踏まえた位置付けや意義・役割について学び、部活動が抱えている課題、
これからの部活動の在り方などについて考えます。

■ 学びのポイント

▶学校における部活動の位置付けについて理解します。
▶部活動の果たしてきた役割と意義、抱えている課題について理解します。
▶これからの部活動の在り方について、冷静な認識を持つことができます。

現職教員学生から体験談を聞く機会も

笹
ささ

野
の

祥
さち

代
よ

さん
学校教育学部
学校教育系コース4年

下
しも

田
だ

朋
とも

実
み

さん
学校教育学部
学校教育系コース4年

中学校と高校の保健体育
の教員免許状取得を目

指しているので、部活動につい
て無関心ではいられないと思
い、履修しました。この授業の
魅力は履修生の学修意欲が高
いので、話し合いが盛り上がる
ところです。また、履修生の多く
が部活動やクラブに所属した
経験があり、個々の経験を共有
できるので、部活動に対する学
びが深まりました。

小学校教員を志望している
ので、将来、部活動に直

接関わる機会はあまりないと思
いますが、部活動の運営は学級
経営や小学校のクラブ活動に
応用できそうだと考え、授業を受
けることにしました。講義の中で
部活動の意義について学び、知
識をつけてからグループワークや
話し合いをするので、他の履修
生と価値観の違いを確認するこ
とができました。

12月12日の授業では、修士課程生活・健康・情報系教育コースの
1年生で現職の中学校教員でもある伊藤功二さんが教壇に立

ち、外部指導員との関わりや競技経験のないスポーツの顧問になったこと
など、自身のさまざまな経験を披露しました。学生たちからは、「試合に出場
するメンバーをどのように決めているのですか」「男子生徒・女子生徒それぞ
れの関わり方で気を付けていることは」など率直な疑問や質問が次々にぶ
つけられ、次第に学生自身の経験談を交えた活発な議論に展開しました。
　授業を担当する有山准教授は、「これから部活動の顧問には、競技の指
導力だけでなく、教育としてどのような部活動をつくり上げ、どのように周りの
協力を得ていくかといったプロデュース力とマネジメント力が必要になると思
います。真正面から取り組むととてもやりがいがあるので、ぜひ頑張ってほし
いです」と話しています。

兵教大の授業科目

受講生の感想

授業
のぞき見
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●「理論と実践の融合」に関する共同研究活
動とは／兵庫教育大学のミッションの一つであ
る「教育実践学の推進」をより一層図り、その
成果を国内外に発信し、学校現場や教育委員
会のニーズに応えるため、平成23（2011）年
度から「理論と実践の融合」に関する学際的
な共同研究を教員から公募し展開しています。

チ
ェ
コ（
チ
ェ
コ
共
和
国
）の

芸
術
文
化
と
聞
い
て
皆

さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

不
条
理
文
学
の
カ
フ
カ
、ア
ー
ル

ヌ
ー
ボ
ー
の
画
家
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ・

ミ
ュ
シ
ャ
。シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ス
ト

の
芸
術
家
の
ヤ
ン・シ
ュ
ワ
ン
ク
マ

イ
エ
ル
。軽
妙
か
つ
濃
厚
な
人
形

ア
ニ
メ
や
絵
本
作
品
の
数
々
。あ

る
い
は
き
ら
び
や
か
な
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
グ
ラ
ス
や
ス
メ
タ
ナ
や
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
の
音
楽
を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。ち
ょ
っ
と
不

思
議
で
怪
し
く
、で
も
な
ん
だ
か

か
わ
い
い
チ
ェ
コ
芸
術
の
世
界
観

は
世
界
中
で
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、日
本
に
も
多
く
の
フ
ァ

ン
が
い
ま
す
。そ
れ
は
中
欧
と
い

う
微
妙
な
地
政
学
的
条
件
下
、

自
国
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
守
り
続
け
て
き
た
中
で

生
ま
れ
た
独
自
性
へ
の
評
価
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、世
界
の
日
本
文
化
へ

の
評
価
の
多
く
も
そ
の
独
自
性

に
あ
り
ま
す
。例
え
ば
明
治
期
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
陶
磁
器

や
浮
世
絵
、現
代
の
コ
ミ
ッ
ク
や

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
や
フ
ィ
ギ
ュ

ア
等
。こ
の
遠
く
離
れ
た
小
さ

な
二
つ
の
国
は
世
界
の
中
で「
独

自
の
文
化
を
創
出
す
る
国
」と

目
さ
れ
て
い
ま
す
。本
研
究
で
は

そ
の
両
国
の
図
画
工
作
科
・
美

術
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
の
様
子
を
プ
ラ
ハ
大
学
の
マ
リ

ア・フ
ル
コ
バ
博
士
の
協
力
を
得

な
が
ら
比
較
調
査
し
、今
後
も

両
国
が
引
き
続
き
独
自
の
文
化

を
創
出
し
続
け
る
た
め
に
必
要

だ
と
考
え
ら
え
る
伝
統
文
化
学

習
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、チ
ェ
コ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
美
術
を
通
じ
て
個

人
の
心
象
等
を「
表
現
」し
伝
え

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、日
本
で
育

成
す
べ
き
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
る

「
造
形
能
力
」に
つ
い
て
は
さ
ほ

ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、過
去

の
美
術
作
品
に
つ
い
て
は
、日
本

で
は
優
れ
た
作
例
と
い
う
前
提

で
の
自
分
と
は
乖か

い

離り

し
た
存
在

と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
が
、チ
ェ
コ
で
は
過
去
の

ア
ー
ト
の
文
脈
を
自
己
の
表
現

に
ど
う
生
か
す
か
と
い
っ
た
指
導

が
目
指
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
向
性
の
違
い

は
教
育
現
場
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、チ
ェ
コ
の
美
術
教
育
は
絵
画

が
中
心
で
あ
り
、義
務
教
育
の
中

で「
造
形
能
力
」の
向
上
を
図
る

よ
う
な
教
育
は
さ
ほ
ど
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。一
方
、美
術
の
伝

統
文
化
に
関
す
る
学
習
は
チ
ェ

コ
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
状
況
が
見
え
て
き
ま
し

た
。日
本
で
も
重
要
視
さ
れ
つ
つ

あ
る
も
の
の
知
識
・
教
養
と
し
て

知
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
コ
で
は
民
主
化
以
降
、西
洋

化
が
進
み
、独
自
の
文
化
が
急
速

に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
最
近

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。伝
統
文

化
に
関
す
る
美
術
教
育
は
急
務

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、両
国
の
伝
統
文
化
教

育
は
、日
本
の
美
術
教
育
の
ス

タ
ン
ス
の
よ
う
に
伝
統
文
化
を

重
視
し
つ
つ
も
、そ
れ
を
古
い
も

の
、保
護
す
べ
き
も
の
と
い
う
捉

え
方
で
は
な
く
、チ
ェ
コ
の
美
術

教
育
の
ス
タ
ン
ス
で
生
き
た「
表

現
」、自
ら
を
伝
え
る
手
段
・
手

法
と
見
な
し
、子
ど
も
た
ち
に
そ

れ
ら
の
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の

具
体
的
な
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
に
つ
い
て
、今
後
も
引
き

続
き
プ
ラ
ハ
大
学
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

⬆プラハキュビスム美術館の学習スペース

⬆国立マリオネット劇場での伝統的なマリオネット作りワー
クショップ

⬆プラハ大学で開催した墨のワークショップの様子

図画工作科・美術科における伝統文化学習教材化の視点と展開
─チェコ共和国と日本における事例の比較から─
（平成29年度理論と実践の融合に関する共同研究活動に採択）

R
E

S
E

AR
C

H
 S

T
U

D
Y

 R
E

P
O

R
T

研究レポート
淺
あさ

海
うみ

真
ま

弓
ゆみ

芸術系教育コース准教授

村
むら

上
かみ

裕
ゆう

介
すけ
芸術系教育コース教授

平
ひら

野
の

兼
けん

伍
ご
姫路市立曽左小学校教諭

共同
研究者
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❶式典の様子　❷井戸兵庫県知事からの祝辞　❸柴山文部科学大臣からの祝辞（代読：淵上国立大学法人支援課長）

❶

❷

❸

❶片田氏による講演　❷名須川副学長による40年の歩み報告　❸演奏を披露した吹奏楽部　❹歴代学長

❶

❹

❸

❷

兵
庫
教
育
大
学
創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

10
月
14
日
、兵
庫
教
育
大
学
創
立

40
周
年
を
記
念
し
、神
戸
市
中

央
区
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
記
念

式
典
と
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の

演
奏
で
幕
を
開
け
た
式
典
に
は
、淵
上
孝

文
部
科
学
省
国
立
大
学
法
人
支
援
課
長
、

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
の
他
、教
育
委
員

会
・
大
学
・
学
校
関
係
者
な
ど
約
1
6
0

人
が
臨
席
し
ま
し
た
。

　

福
田
光
完
学
長
の
式
辞
の
後
、柴
山
昌

彦
文
部
科
学
大
臣（
淵
上
課
長
代
読
）と

井
戸
知
事
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、名
須
川
知
子
理
事
・
副
学
長
が
建

物
の
竣
工・
改
修
や
学
部
・
大
学
院
の
教
育

課
程
の
変
遷
な
ど
大
学
の
40
年
の
歩
み
を

報
告
し
、開
学
5
周
年
記
念
に
制
作
さ
れ

た
開
学
当
初
の
貴
重
な
記
録
映
像
も
上

映
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
会
で
は
、東
京
大
学
大

学
院
情
報
学
環
特
任
教
授
の
片
田
敏
孝

氏
が「
地
域
と
連
携
し
た
防
災
教
育
が
子

供
を
変
え
る
地
域
を
変
え
る
」と
題
し
て

講
演
。そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、兵
教
大

O
B
の
藤
本
百
男
兵
庫
県
議
会
議
員
に

よ
る
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
の
後
、来
賓
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、約
1
2
0
人
の
参

加
者
が
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

　

創
立
40
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
兵
教
大
は
、こ
れ
か
ら
も
卒
業

生
や
修
了
生
、地
域
の
方
々
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、日
本
の
教
員
養
成
の
新
た

な
展
開
を
目
指
す
先
導
的
な
取
り
組
み

を
実
践
し
、教
師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
走
り
続

け
ま
す
。

福
田
光
完
学
長
式
辞（
抜
粋
）

本
学
は
、今
後
も
創
設
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、時
代

に
対
応
す
る
教
育
実
践
学
の
推
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、教
職
大
学
院
の
拡
充
や
、博
士
課
程
の
拡

大
を
通
し
て
、わ
が
国
の
教
員
養
成
の
高
度
化
の
た
め

の
具
体
的
な
方
向
を
示
し
、教
員
研
修
の
全
国
拠
点

の
確
立
の
た
め
、一
層
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
所
存

で
す
。

　

記
念
す
べ
き
創

立
40
周
年
の
節
目

に
当
た
り
、皆
さ
ま

方
の
こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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Q&A
先
生
の
ご
専
門
は
。

共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
教
育
に

つ
い
て
、社
会
学
的
観
点
か
ら
研

究
し
て
い
ま
す
。1
9
9
0
年
代

前
半
ま
で
法
律
に
よ
る
人
種
差
別
が
行
わ
れ

て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
で
今
、異
な
る
人
種
間
の

共
生
を
目
指
す
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
に
研

究
し
て
い
ま
す
。

特
に
着
目
し
て
い
る
点
は
。

高
校
で
必
修
と
な
っ
て
い
る「
ラ
イ

フ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
教

科
で
す
。過
去
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

の
加
害
者
と
被
害
者
に
は
互
い
に
乗
り
越
え

き
れ
な
い
負
の
感
情
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、き
れ
い
ご
と
で
は
語

り
尽
く
せ
な
い
切
実
な
共
生
社
会
実
現
の
た

め
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。憲
法
や
歴

史
を
は
じ
め
と
す
る
座
学
だ
け
で
な
く
、ス

ポ
ー
ツ
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た

教
室
外
で
の
活
動
も
交
え
な
が
ら
、シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
な
ど
他
者
と
共
に
生
き
延
び
る
た
め

の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
点
が
興
味
深
く
、共
生
教

育
で
は
世
界
で
も
先
進
的
な
事
例
で
す
。

授
業
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
。

南
ア
フ
リ
カ
の
共
生
教
育
の
研
究

は
、私
の
知
る
限
り
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、私
だ

か
ら
こ
そ
話
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を

聞
い
た
学
生
は「
こ
う
い
う
現
実
が
あ
っ
た
ん

だ
」と
驚
く
反
応
が
多
い
で
す
ね
。共
生
は
日

本
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
と
し
て
浸
透
し

て
い
ま
す
が
、授
業
で
は
そ
の
背
景
に
あ
る
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
な
ど
も
恐
れ
る
こ
と
な
く

語
れ
る
場
に
し
、社
会
で
他
者
と
共
に
生
き

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時

間
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幼稚園でラグビーを習い、小学4年生から始め
たなぎなたでは当時、出身県内唯一の男子選
手であり、全国大会にも出場した。さらに、中学
はテニス部、高校は野球部に所属。大学では
障害者スポーツを支援・普及する側に回るな
ど、さまざまな形でスポーツに親しんできた。

ユニーク&多彩なスポーツ歴

友人の結婚式に呼ばれるたび、オールブラ
ックスのハカを踊ったりマジックをしたりと、
趣向を凝らした余興をソロで披露し盛り上
げる。昨年10月の自身の結婚式ではライ
オンのカチューシャを着け、サプライズで「ラ
イオンキング」の歌をミュージカル風にパフ
ォーマンスしたとか。

余興大好き！お任せあれ！

特別な日には、ジャケットに乳が
ん検診を啓発するピンクリボンの
ピンバッジを着用。身近な
人が乳がんになって以来、
スマイルウオークに参加す
るなど、8年ほど前からでき
る範囲でピンクリボン運動
などに参加している。

ピンクリボン運動を応援

鮮やかな色彩がお気に入り

南アフリカを訪れたきっかけは、高校時代、ス
コットランドにホームステイした際に同国出身
の留学生がいたこと。大学時代には世界7
カ国の学生と共に、各国でホームステイしな
がら現地の教育を調査して回るプログラムに
参加した経験も。
交流は今も続い
ており、写真は
結婚祝いにホス
トブラザーから
贈られたもの。

友人は世界各地に

研究で南アフリカに行くたびに、伝統
的なビーズ細工など現地の民芸品や
土産品を購入してきた。今年は久しぶ
りに現地に足を運び、最新の状況に
ついてフィールドワークを行う予定だ
という。

ZOOMIN

🆀🆀🆀 🅰🅰 🅰

この先生にズームイン

グローバル化推進教育リーダーコース
坂
さか

口
ぐち

真
まさ

康
やす

 助教  
奈良県出身。平成22（2010）年筑波大学第二学群人
間学類卒業、28年同大学大学院人間総合学研究科3
年制博士課程ヒューマン・ケア科学専攻を修了（教育学
博士）。24〜26年日本学術振興会特別研究員（DC1）な
どを経て、28年に兵庫教育大学特命助教、30年1月から
現職。専門分野は教育社会学。授業は「国際理解教育」
「世界の教育」（いずれも専門職学位課程）などを担当。

先生に質問！
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問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ

教育研究活動に係る表彰について
8月4日、5日に鳥取県米子市で開催した第38回大学院同窓会鳥取大会で、平成
30（2018）年度「教育実践研究活動等に係る表彰」を行いました。この表彰は、教
育実践研究活動等に顕著な成果を挙げ、大学や大学院同窓会の名誉を著しく高
めた修了生が対象。今年は8人を表彰しました。詳しくはHyokyo-netをご覧ください。

◎表彰者（敬称略）
嬉野賞／伊井直明（4期・教育基礎・兵庫県）
奨励賞／小川雄太（36期・授業実践開発・兵庫県）、河合信之（34期・認識形成系

教育・兵庫県）、津田直子（17期・生徒指導・大阪府）、松田雅代（35期・
授業実践開発・大阪府）、三谷祐児（15期・言語系・鳥取県）、中佳久（19
期・障害児教育・和歌山県）、小川圭子（18期・幼児教育・大阪府）

指導案を書き
自分を磨く毎日です

培ってきた造形観・素材観を
幼児造形の世界に生かします

「

指
導
案
を
書
く
」こ

と
。大
学
院
時
代

に
一
番
割
い
た
時
間
で
す
。

何
度
も
書
き
直
し
、仲
間

と
試
行
錯
誤
し
た
日
々
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

教
員
に
な
っ
て
4
年
目
。

指
導
案
を
書
く
こ
と
の
本

当
の
意
味
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
の
指
導
で
は
必
ず
行
き

詰
ま
る
こ
と
を
身
を
も
っ

て
経
験
し
、頭
の
中
で
指

導
案
を
描
き
な
が
ら
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、時
間

の
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
指

導
案
を
た
く
さ
ん
書
き
、

教
材
に
関
す
る
知
識
や
考

え
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、趣
味
や
特
技
を
持
ち

自
分
の
武
器
を
作
る
こ

と
。積
極
的
に
人
と
関
わ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
。こ

う
い
っ
た
人
と
し
て
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
で
あ
る
こ
と
を
今
、実

感
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、実
業
団
ま
で

現
役
を
続
け
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
通
し
て
学
ん
だ
人

と
の
付
き
合
い
方
や
物
事

の
考
え
方
が
教
員
に
な
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。情
熱
あ

ふ
れ
る
先
輩
方
に
囲
ま
れ
、

自
分
を
磨
く
毎
日
が
と
て

も
楽
し
い
で
す
。一
緒
に
働

け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

美
術
と
は
無
縁
の
高

校
時
代
を
経
て
、学

部
2
年
生
の
時
に
彫
刻
と

出
会
い
ま
し
た
。以
降
、大
学

院
ま
で
一
貫
し
て
人
体
を
対

象
と
す
る
彫
刻
制
作
に
ま
い

進
。大
学
時
代
は
制
作
を
通

し
て
、普
遍
や
本
質
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
探
求
で
き

る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
保
育
者

養
成
に
携
わ
り
、幼
児
の
造

形
表
現
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。幼
児
の
造
形

と
は
描
画
の
み
を
指
す
言
葉

で
は
な
く
、例
え
ば
砂
遊
び

の
際
に
山
を
作
り
、ト
ン
ネ

ル
を
掘
り
、水
を
流
す
と
い
っ

た
活
動
も
含
み
ま
す
。そ
の

た
め
、体
全
体
で
素
材
と
触

れ
合
う
行
為
の
集
積
が
、結

果
と
し
て
子
ど
も
の
表
現
と

し
て
現
れ
ま
す
。大
学
時
代

と
は
別
種
の
新
鮮
な
表
現

に
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
制
作
研
究
を
通

し
て
培
っ
た
造
形
観
や
素
材

観
を
幼
児
造
形
の
世
界
に

踏
襲
す
べ
く
、日
々
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

素
材
研
究
を
生
か
し
た
新
し

い
児
童
文
化
財
の
開
発
や
、

子
ど
も
の
興
味
を
促
す
造

形
遊
び
の
提
案
な
ど
、大
学

時
代
か
ら
意
識
し
て
い
る
本

質
の
所
在
を
常
に
考
え
、研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

➡
道
徳
の
授
業
の
様
子

扌
大
学
と
幼
稚
園
の
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
た
山
本

ゼ
ミ
の
造
形
遊
び

➡
改
組
新
第
5
回
日
展
入
選
作
品「
例
え
土
が
無
く
て
も
。」

岡山県出身。平成22（2010）年学校教育学部芸術
系コース卒業、24年大学院修士課程芸術系コース修
了後、筑波大学大学院に進学。同大学非常勤研究員
等を経て、現職。日展をはじめ全国展での受賞多数。

兵庫県出身。幼少期からバドミントン一筋で、秋田県の
北都銀行チームで2年間プレー。平成27（2015）年、
大学院専門職学位課程小学校教員養成特別コース
を修了し、現任校に勤務。

山
やま

本
も と

将
まさ

之
ゆき

さん
大阪大谷大学専任講師

内
うち

井
い

佑
ゆ

花
か

さん
加西市立泉中学校教諭

同窓生からの手紙

LETTERS FROM OB & OG
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「

理
科
は
身
近
な
こ
と
と
関
わ

り
が
あ
る
大
事
な
教
科
だ

か
ら
、成
長
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
興

味
を
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
」。理
科
離

れ
が
進
む
中
、理
数
系
教
育
コ
ー
ス

1
年
の
今
田
三
樹
子
さ
ん
は
、化
学

の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
を
体
感
で

き
る
よ
う
な
楽
し
い
実
験
を
交
え
、

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
学
習
内

容
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
授
業

構
成
に
ベ
ー
ス
を
置
い
た“
兵
教
大

発
”の
教
材
を
開
発
し
よ
う
と
仲

間
と
一
緒
に
奮
闘
し
て
い
る
。

　

出
産
を
機
に
民
間
企
業
を
退
職

し
て
し
ば
ら
く
子
育
て
に
専
念
後
、

昨
年
4
月
に
大
学
院
に
入
学
し
た
、

珍
し
い
経
歴
の
持
ち
主
だ
。
同
じ

コ
ー
ス
で
学
ぶ
現
役
教
員
の
岩
本

幸
恵
さ
ん
、社
会
人
経
験
を
持
つ

赤
木
恭
和
さ
ん
に
呼
び
掛
け
、チ
ー

ム
を
結
成
。
申
請
し
た
課
外
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
認
め
ら
れ
、9
月
に
活

動
を
開
始
し
た
。

　

ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の
興
味
関

心
を
知
ろ
う
と
近
隣
の
小
中
学
校

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、そ
の
結
果

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
実
験
を
メ
イ

ン
に
し
た
教
材
作
り
に
着
手
。「
理

科
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
減
ら
し
、

逆
に
好
き
に
な
る
よ
う
な
要
素
を

盛
り
込
ん
だ
授
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
」。さ
ら
に
、教
材
完
成
後
に

実
際
の
学
校
現
場
で
ど
う
活
用
し

て
も
ら
う
か
、そ
の
広
め
方
な
ど
も

模
索
し
て
い
る
最
中
だ
。

　

11
月
の
大
学
祭
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
化
学
実
験
教

室
を
開
催
。ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
に
使
う
ポ
イ
に
挟
む
紙
に
つ
い

て
、性
質
の
異
な
る
も
の
を
複
数

用
意
し
、遊
び
な
が
ら「
理
科
の
見

方
・
考
え
方
に
お
い
て
溶
け
る
と
は

何
か
」と
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

狙
っ
た
。

　
「
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
し

た
内
容
だ
っ
た
の
で
す
が
、小
さ
な

子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
参
加
し

て
、最
後
ま
で
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
し
た
。実
施
後
に
は
楽

し
か
っ
た
、理
科
が
も
っ
と
好
き
に

な
っ
た
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

『
や
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
ね
』と
み
ん

な
で
喜
び
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ

る
。と
り
わ
け
手
応
え
を
感
じ
た
の

が
、実
験
前
に
意
図
を
説
明
す
る

た
め
に
美
術
系
の
学
部
生
に
手
作

り
し
て
も
ら
っ
た
紙
芝
居
。実
験
を

す
る
意
味
が
と
て
も
分
か
り
や
す

く
伝
わ
り
、今
後
も
紙
芝
居
と
同

様
、科
学
的
読
み
物
で
意
図
や
狙

い
を
伝
え
る
方
法
を
取
り
入
れ
て

い
く
考
え
だ
と
い
う
。

　

子
育
て
と
両
立
し
な
が
ら
修
了

し
た
暁
に
は
、高
校
の
化
学
の
教

員
と
し
て
個
性
的
な
授
業
を
展
開

し
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
る
。

修士課程
理数系教育コース1年

今
こん

田
た

三
み

樹
き

子
こ

さん

昭和55（1980）年明石市生まれ。山形
大学工学部を卒業後、神戸市内の化学
メーカーで研究職に従事し、約3年間勤
務後、退職。子どもを連れて兵教大の子
育て支援ルーム「GENKi」を利用時に大
学の教員に相談し、かねてから希望して
いた大学院進学を決意。受験勉強に励
み、平成30年4月に兵教大に入学した。
現在、上は中学1年生から下は2歳まで2
男2女を育てながら通学している。

◦課外プロジェクトとは
学生の自主的な取り組みに対し活動資金を
支援する学内制度。平成30年度は今田さ
んの「初等・中等・高等教育における一貫し
た学びのための化学実験授業開発プロジェ
クト」など4件を採択した。

理科の楽しさを
子どもたちへ！
実験を交えた
教材開発に奮闘中

キ
ラ
リ
な
人

S
H

I
N

Y
 

P
E

R
S

O
N
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↓ 課外活動は1週問に
何時間していますか

↓ 課外活動団体に
加入していますか（学部）

↓ 課外活動は1週間に
何日していますか

※�グラフの各項目の割合については、小数点第2位を四捨
五入しているため、合計が必ずしも100%にはなりません

私生活と両立しやすいということで、陸上競技部に加入し
ました。全体練習は週3回、あとは個人練習。バイトや勉
強の時間も確保しながら、好きなスポーツに打ち込んでい
ます。高校までとは違い、練習内容や練習試合も自分た
ちで考え、調整します。クラブ運営で身に付けたスキル、経
験は必ず自分の力になります。さらに、先輩・後輩はもちろ
ん、他校にも交友関係が広がるなどクラブに入るメリット
はたくさん。せっかくの4年間、充実した大学生活を送る
手段の一つとして、ぜひクラブ活動を考えてみてください！

ク
ラ
ブ
の
お
か
げ
で

充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
れ
て
い
ま
す

兵教大の強みは、多くの人と幅広く交流し、コミュニケーションを密に取る
ことができる点だと思います。所属しているオーケストラ部では、学部生、院
生、教授など、普段の生活ではなかなか関わることができない方たちと一緒
に演奏をしています。年齢も経歴もばらばらですが、一つの目標に向かって
共に頑張ることができるのは、この大学だからこそ。バイトに部活に、勉強
と、大変なことはたくさんありますが、教育という共通点を持った集団の中
で有意義な学生生活を送ることができるこの環境にとても感謝しています。

年
齢
も
経
歴
も

違
う
み
ん
な
で

一
つ
の
目
標
に
向
か
い

頑
張
っ
て
い
ま
す

生活・健康系コース（学部）3年
陸上競技部所属
体育会会長

池
いけ

田
だ

雄
ゆう

大
た

さん

学校教育系コース（学部）3年
オーケストラ部所属
文化会副会長

大
おお

橋
はし

和
かず

歩
ほ

さん

HYOKYO'S DATA

　

課
外
活
動
団
体（
ク
ラ
ブ
）に
加
入
し
て
活
動
し
て
い
る
学
部

生
は
57
・
1
％
と
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。そ
の
内
訳
は
体
育
系
が

61
％
、文
化
系
28
％
、両
方
が
11
％
で
あ
っ
た
。

　

1
週
間
の
活
動
日
数
は「
3
日
」も
し
く
は「
4
日
」が
最
も
多

く
、合
わ
せ
て
69
％
と
な
っ
た
。課
外
活
動
へ
の
加
入
動
機
・き
っ
か

け
は
、「
友
人
が
ほ
し
い
」42
・
1
％
、「
趣
味
と
一
致
す
る
」40
・
2
％

と
続
き
、学
生
に
と
っ
て
課
外
活
動
は
学
内
で
の
人
間
関
係
を
構

築
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、趣
味
を
楽
し
み
自
分
の
技
術
を
磨

く
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、前
回
の
学
生
生
活
実
態
調
査（
平
成
26
年
度
）と
比
べ
る

と
、課
外
活
動
の
加
入
率
は
低
下
し
て
お
り
、兵
教
生
の
時
間
の
使

い
方
が
多
様
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

過
半
数
が
課
外
活
動
に
参
加
も

加
入
率
は
減
少
傾
向
に

データで見る兵教生

〜第13回（平成29年度）学生生活実態調査報告書から検証〜

兵教生と課外活動

加入して
活動している
57.1%

1日
5.5%

2日
15.4%

0～5時間未満
29.9%

5～10時間未満
42.9%

10～15時間未満
16.9%

15～20時間未満
4.3%

20時間以上
5.1%

無回答 0.8%

3日
32.3%

4日
37%

5日 8.3%
6日 0.8%
7日 0.4%

無回答 0.4%加入しているが 
活動していない

6.5%

加入
していない
31%

無回答
5.4%
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私
は
百
田
尚
樹
さ
ん
の
作
品
を

よ
く
読
み
ま
す
。映
画
化
さ

れ
た
作
品
で
イ
チ
オ
シ
は「
海
賊
と
よ

ば
れ
た
男
」で
す
。主
人
公
の
国
岡
鐵

造
の
熱
い
生
き
方
は
と
て
も
心
を
打

た
れ
る
も
の
が
あ
り
、生
き
る
上
で
大

切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。特
に
、問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
の
発
想
力
や
行
動
力
は
今
の
私

に
足
り
な
い
も
の
で
あ
り
、勉
強
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ

一
度
見
て
く
だ
さ
い
！
何
か
新
し
い
発

見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
2
月
15
日
㊎
に
公
開
さ
れ
る
百
田

さ
ん
原
作
の
映
画「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の

瞳
」に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。今
後
も

百
田
さ
ん
の
作
品
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
！

前
略　

ス
イ
ー
ツ
好
き
の
皆
さ
ま

大
学
か
ら
車
で
30
分
、神
戸

電
鉄
緑
が
丘
駅
近
く
に
あ
る「
お
菓
子

の
工
房�

ナ
オ
エ
」さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
番
の
お
薦
め
は
何
と
言
っ
て
も

レ
モ
ン
ケ
ー
キ
。ナ
オ
エ
さ
ん
の
レ
モ
ン

ケ
ー
キ
は
、ど
こ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
な
が
ら
も
、一
度
食

せ
ば
癖
に
な
る
存
在
感
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、一
つ
1
0
0
円
‼
と
っ
て
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
！

　

季
節
感
の
あ
る
お
菓
子
や
ラ
ッ
ピ
ン

グ
で
、お
店
の
中
は
い
つ
も
と
っ
て
も
楽

し
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。ス
イ
ー
ツ
好
き
の
皆
さ
ま
、ぜ

ひ
一
度
お
薦
め
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
を
ご
賞

味
あ
れ
！	　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

車
で
音
楽
を
聴
い
て
い
る
と
き
に

こ
の
曲
が
流
れ
、も
う
す
ぐ
卒

業
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
曲
に
は「
確
か
な
答
え
な
ん
て

何
一
つ
無
い
旅
さ
／
心
揺
れ
て
迷
う

時
も　

た
め
ら
う
気
持
ち
そ
れ
で
も

／
支
え
て
く
れ
る
声
が　

気
付
け
ば�

い
つ
も
そ
ば
に
」と
い
う
歌
詞
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
学
校
現
場
で
働
く
私

た
ち
に
と
っ
て
、確
か
な
答
え
は
な
い

と
思
い
ま
す
。迷
う
と
き
も
ど
う
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
も
あ
る
で

し
ょ
う
。そ
ん
な
と
き
、4
年
間
一
緒

に
学
ん
で
き
た
仲
間
の
声
が
聞
け
た

ら
支
え
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
卒
業
す
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、ま
だ
大
学
で
学
ぶ
皆
さ
ん
に
も
聴

い
て
ほ
し
い
曲
で
す
。

日
本
語
は
大
変
き
れ
い
な
言
語
だ

と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、雨
の
多

い
日
本
で
は「
五
月
雨
」「
喜
雨
」「
小
糠

雨
」な
ど
雨
を
表
現
す
る
数
多
く
の
言

葉
が
存
在
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
言
葉
を

読
む
だ
け
で
、日
本
の
方
の
自
然
に
対

す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
本
に
は
、美
し
い
日
本
語
が
い
っ

ぱ
い
書
か
れ
て
い
ま
す
。最
近
の
乱
れ
た

日
本
語
や
若
者
言
葉
に
へ
き
え
き
し
て

い
る
人
に
と
っ
て
は
、癒
や
さ
れ
る
言
葉

ば
か
り
で
す
。若
者
や
外
国
人
も
、素

晴
ら
し
い
言
葉
を
作
り
出
し
た
先
人
た

ち
や
日
本
の
自
然
に
感
謝
し
た
く
な
る

き
れ
い
な
日
本
語
を
ぜ
ひ
一
緒
に
勉
強

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「海賊とよばれた男」
発売・販売元／ソニー・ミュージックマーケティング
©2016「海賊とよばれた男」製作委員会　©百田尚樹／講談社

ゆず
「友～旅立ちの時～」
発売元／SENHA�&�Co.

東郷克美
「きれいな日本語が聞きたい」

ゴマブックス㈱

お菓子の工房 ナオエ
三木市緑が丘町東1-1-43
20794・85・8813
9：00〜20：00�不定休

修士課程
芸術系教育コース2年

能
の

勢
せ

りかさん

学校教育学部
生活・健康系コース4年

岡
おか

田
だ

聖
ひじり

さん

学校教育学部
言語系コース4年

長
なが

野
の

沙
さ

紀
き

さん

特別聴講学生
（華南師範大学）

鄧
とう

宜
ぎ

娟
けん

さん

M
O
VIE

M
U
SIC

SPOT
B
O
O
K

主人公の生き方は勉強になります

レモンケーキに魅せられて

もうすぐ卒業ですね！

きれいな日本語を勉強しませんか

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。
みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。
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URESHINO BULLETIN BOARD

9月17日　水戸市ケーズデンキスタジアム
附属中学校3年の前川陽来さんの所属する吹田ラグ
ビースクールが、第9回全国中学生ラグビーフットボー
ル大会スクールの部で初優勝に輝きました。前川さん
は準決勝で決勝トライを決めるなど優勝に大きく貢献
しました。10月30日には安田正義加東市長を訪問し、
優勝を報告。賞賜金が授与されました。

附属中学校3年の前川陽来さん
全国中学生ラグビーで頂点

防災シンポジウム
「防災教育としての連携のあり方
─SDGsを踏まえて─」
9月22日　兵教ホール
グローバル教育センターと就学前教育カリキュラ
ム研究開発室の主催により、持続可能な開発目標
（SDGs）の観点を踏まえて防災教育を学ぶことを目
的に開催。台北教育大学の翁麗芳教授や、福山市
立大学の大庭三枝准教授による講演等が行われ、約
40人が参加しました。

南あわじ市と
「学校経営力向上に資する連携協定」 
を締結
7月23日　南あわじ市
兵教大と南あわじ市は、学校経営力向上のため相互に
協力し、地域社会の発展と人材育成に寄与することを
目的に、連携協力協定を締結しました。今後、学校づくり
を核とした地域教育力向上と、学校管理職やミドルリー
ダー等教職員の人材育成のための連携協力、兵教大
における教育・研究への連携協力が期待されます。

野外図書館企画
（BLUE CLASS）

10月18日　加東キャンパス
青空の下で読書やワークショップなどの知的アクティビ
ティーを楽しむ野外図書館企画の第1弾として、附属
図書館前の緑地スペースで無料古本市&読書カフェ
イベントを開催しました。学生や附属幼稚園の園児な
ど約200人が参加し、それぞれのスタイルでのんびりと
読書のひとときを楽しみました。

倉敷市災害支援ボランティアに
学生が参加

9月24日　倉敷市内
兵教生による災害支援ボランティアグループ「Con-�
vey�a�Smile」が企画した倉敷市災害支援ボランティ
アに、学生やその関係者18人が参加しました。現地で
は、家具の持ち出しや軒下の泥出しなどに汗を流しまし
た。現地はまだ復旧半ばでしたが、被災地に学生たち
の元気と笑顔を届けることができました。

第37回兵庫教育大学大学祭
「嬉望祭」

11月10日、11日　加東キャンパス
何かのために、誰かのために、泥臭く体を張って、歴史
に残る大作を作ろうという思いを込め、「むちゃイケ�〜無�
茶は無茶でも無茶苦茶イケてる〜」をスローガンに
開催。模擬店や芸能イベント、バンド演奏、クラブ活
動発表など多彩な催しを実施し、多くの人が来場しま
した。

「育てたい子ども像」の
熟議を支援

8月7日　沼津市大岡地区センター
静岡県沼津市大岡地区でのコミュニティースクール実
践に向け、竹西亜古教授と生徒指導実践開発コース
2年の梶原利彦さんの指導の下、集まった教員や住民
ら約60人が「大岡地区で育てたい子どもの姿」につい
て議論しました。教職大学院の連携協定の一環であ
り、その様子は新聞5紙に掲載されました。

大学院同窓会総会・研究大会
鳥取大会

8月4日、5日　ANAクラウンプラザホテル米子
第38回の鳥取大会に、16都府県の修了生・在学生
や大学関係者91人が参加。総会・研究大会では、教
育実践研究活動等の表彰、福田光完学長のほか、
平井伸治鳥取県知事による記念講演も行われまし
た。翌日は2コースに分かれ、鳥取県の名所を巡検し
ました。

平成31年
学部同窓会総会・研修会

1月5日　神戸ハーバーランドキャンパス
卒業生、大学関係者58人が参加。初の試みとして、子
ども連れの参加者のために託児所を設置しました。研
修会では、森秀樹教授による「対話で考える―なぜ勉
強するの―」と題した対話形式の講演では、熱のこもっ
た議論が交わされました。研修会後の懇話会では、大学
の教員と同窓会員が和気あいあいと親睦を深めました。

うれしの掲示板
学生や教員、
地域向けの
情報発信ページ
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A

Q学習指導要領が変わり、
道徳科の授業で工夫したら
いいことは何ですか。

　

道
徳
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
教

科
化
元
年
。各
学
校
で
は
、道
徳
科

の
授
業
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
検
討
し
、授
業
に
臨
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
道
徳
科
の
学
習
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
、2
点
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、子
ど
も
が「
自
分
と
の
関

わ
り
で
考
え
る
こ
と
」と「
多
面
的
・

多
角
的
に
考
え
、一
人
一
人
が
納
得

解
を
持
つ
こ
と
」で
す
。

　

1
点
目
の「
自
分
と
の
関
わ
り
で

考
え
る
こ
と
」と
は
、自
分
の
経
験

と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
た
り
、自
分

だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
考
え
た
り
す

る
こ
と
で
す
。登
場
人
物
の
行
為
に

着
目
す
る
こ
と
で
、自
分
と
の
関
わ

り
で
考
え
や
す
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
の「
多
面
的
・
多
角
的
に

考
え
、一
人
一
人
が
納
得
解
を
持
つ

こ
と
」と
は
、他
者
と
の
対
話
を
通

し
て
、子
ど
も
自
身
が
多
様
な
考
え

を
持
ち
、自
分
の
こ
れ
か
ら
の
在
り

方
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。1
時

間
の
学
習
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、子

ど
も
が
前
向
き
な
心
で
自
分
が
こ

う
在
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
姿
を
引

き
出
す
た
め
に
、授
業
で
工
夫
し
て

い
る
こ
と
は
以
下
の
2
点
で
す
。

　

1
点
目
に
、登
場
人
物
の
行
為

に
着
目
し
た
発
問
を
組
む
こ
と
で

す
。人
物
の
行
為
に
着
目
す
る
こ
と

で
、そ
の
行
為
に
含
ま
れ
る
気
持
ち

や
考
え
を
自
分
な
り
に
持
つ
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
に
、自
分
と
の
関
わ
り
の

中
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、体
験
的

な
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。私

の
実
践
の
多
く
は
、子
ど
も
た
ち
が

登
場
人
物
に
な
り
き
っ
て
演
じ
る

役
割
演
技
や
動
作
化
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。登
場
人
物
を
演
じ
る
こ

と
で
、言
葉
だ
け
で
な
く
、動
き
に

も
思
い
や
考
え
を
込
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
の
対
話
も

充
実
す
る
手
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
展
開
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、大
切
な
の
は
子
ど
も

の
学
び
が
保
証
さ
れ
て
い
る
か
、道

徳
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
生

き
方
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。

兵庫教育大学附属小学校教諭
菊
きく

池
ち

仁
ひと

志
し

日本トレーニング科学会
トレーニング科学研究賞
大賞を受賞
連合学校教育学研究科2年の榎本翔太さん
と、岡山大学教育学研究科の加賀勝教授、
本学の小田俊明准教授による共同研究が、
研究賞大賞を受賞。榎本さんは、「多くの人に
協力していただいた研究が評価されたことを
大変うれしく思います」と喜びを語った。

森山潤教授が
日本産業技術教育学会の
学会賞（論文賞）を受賞
平成29（2017）年度連合学校教育学研究
科修了生の阪東哲也さんとのLED発光教材
を使った小学校でのプログラミング教育に関
する共著論文が評価され、平成30年8月に受
賞。森山潤教授は「今後も小学校プログラミ
ング教育の発展に資する研究を積み上げて
いきたいです」と語った。

日本ストレスマネジメント学会
第17回学術大会ポスター発表
最優秀発表賞受賞
修士課程学校心理・学校健康教育・発達支
援コース2年の瀬川真生さんと藤原忠雄教
授による中学生のひきこもり親和性をテーマと
したポスター発表に、最優秀発表賞が贈られ
た。瀬川さんは「今年、現場に復帰予定なの
で、研究の成果を現場の保健指導に生かした
いです」と意気込みを語った。

現場の課題にお答えします！
Q

U
E

ST
IO

N
 &

 AN
SW

E
R

CAMPUS TOPICS

キ
ャ
ン
パ
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
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INFORMATION

＝申し込み先　 ＝問い合わせ先

2019兵庫教育大学美術展
卒業制作および学部生や大学院生、附属

幼稚園・小学校・中学校の園児・児童・生徒ら

による合同作品展。入場無料。3月9日（土）

11：00からギャラリートークを開催。

◦日時　�3月9日㊏・10日㊐10：00〜18：00�

（最終日は15：00まで）

◦場所　�三田市総合文化センター郷の音ホ

ール（三田市天神）

芸術系コース美術分野（初田）

� �0795・44・2252

�hatsuda@hyogo-u.ac.jp

教材文化資料館に 
大学アーカイブコーナーを 
設置しました
創立40周年を記念

して、教材文化資

料館の一角に大学

アーカイブコーナーを設置しました。兵教大の

歴史を振り返るさまざまな資料を展示していま

す。ぜひ、ご覧ください。

スクール・ 
パートナーシップ事業
学校教員の資質向上のための研修会や地

域の生涯学習活動等の場に大学教員を派

遣します。学校や研究グループで研修などの

計画を立てる際は、ぜひ相談してください。

〈派遣依頼の方法〉
①�兵庫教育大学ホームページに記載している

「講師派遣事業（スクール・パートナーシッ

プ事業）」から各教員の題目を確認

②�希望する内容が見つかれば担当教員と直

接連絡を取り、日程や内容などを調整

③�大学に「派遣依頼書」を送付

社会連携センター

�0795・44・2053、2409

�office-renkei-t@hyogo-u.ac.jp

兵庫教育大学古本募金の
お知らせ
兵庫教育大学古本募金は、読み終えた本や

DVDなどを提供すると、その査定換金額が兵

教大に寄付される取り組みです。集まった寄

付金は、本学の教育研究活動の充実や学生

の奨学への支援などに役立てられます。皆さ

まからのご支援をお待ちしています。

附属図書館

�0795・44・2060　 �0795・44・2059

�office-tosyo-t@hyogo-u.ac.jp

http：//kishapon.com/hyogo-u

平成31年度 
大学院学校教育研究科説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職

学位課程）の教育課程や専攻・コースの概要

について説明します。在学生・修了生の体験

談発表や、教職員との個別相談の時間も設

けます。開催日時、会場

等については、決まり次

第ホームページでお知ら

せします。

 �広報・社会連携課
�0795・44・2359　 �0795・44・2320

�pro-kyosyoku@hyogo-u.ac.jp

大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職

学位課程）への入学希望者を対象に電話、

ファクス、メールで相談を受け付けます。
※平日8：30～17：15のみ

 �大学院入学相談室
�0795・44・2359　 �0795・44・2320

�pro-kyosyoku@hyogo-u.ac.jp

大学院同窓会会員と 
大学教員との共同研究の申請
大学院修了生と大学教員とが共同で取り組

む研究の中から、特に学校現場の課題解決

や大学の実践的な教育研究の進展に役立

つものを選び、研究経費の一部を補助します。

平成30（2018）年度は10件を採択しました。

◦申請締め切り　4月30日㊋㊡
 �都道府県連携推進本部
�0795・44・2375、2406

�0795・44・2376

Hyokyo-net▶▶▶http：//www.hyokyo.net

教育実践研究活動に係る 
表彰者の推薦・教育実践研究
論文の応募を受け付け
大学院同窓会では、教育実践研究に顕著

な成果を挙げた修了生を表彰しています。今

年度も受賞にふさわしい修了生の推薦を受

け付けています。今年8月の同窓会兵庫大会

（姫路市）で表彰式を行い、学長・同窓会長

連名の表彰状を授与します。

◦推薦・教育実践研究論文の応募締め切り

　3月31日㊐

 �都道府県連携推進本部
�0795・44・2375、2406

�0795・44・2376

�office-dosokai@hyogo-u.ac.jp

Hyokyo-net▶▶▶http：//www.hyokyo.net

教材文化資料館 
2019年度前期展 

「人と木のひととき 
─ 就学前教育における 
おもちゃとESD ─（仮）」
遊びを通して学び成長する乳幼児の発達

過程を、実際に手に取って遊べる木のおも

ちゃとともにたどります。「木との触れ合い」

をテーマに、木の豊かな感触を楽しめる空間

「ひとときルーム」も設置。また、兵教大の

就学前教育カリキュラム研究開発室の事

業を概観し、主要な取り組みである子育て

支援ルーム「かとうGENKi」も紹介します。

◦開催期間　�4月1日㊊〜8月30日㊎�

平日8：30〜22：00、�

土日祝日10：00〜17：00

◦場所　教材文化資料館（附属図書館内）

※�臨時休館する場合があるため、附属図書館のホー
ムページなどで確認してください

教材文化資料館

�0795・44・2362

文部科学省が1月31日に発表した「国立の教員養成大学・学部（教員養成課程）の平成

30年3月卒業者の就職状況等について」において、教員就職率「全国第1位（75％）」、さ

らに進学者と保育士への就職者を除いた教員就職率でも「全国第1位（86.6％）」となり

ました。兵庫教育大学では、以下の通り教員就職支援の取り組みを強力に展開し、学生の

「必ず教員になる！」という夢の実現を最大限バックアップしていきます。

▶1年次から4年間を見通した就職ガイダンスを計8回実施
▶学部3年次学生を対象に、「教師力養成特別演習」を通年で開講
▶�学部3年次学生を対象に、現職教員や卒業生、学部4年次学生との進路別グルー
プワーク等を取り入れた「就職対策強化研修（1日研修）」を実施
▶キャリア開発指導員（元公立学校長）による個別の就職相談
▶外部講師による筆記試験対策講座やキャリアデザイン講座
▶模擬面接、模擬授業、模擬試験（筆記）など

平成30年3月卒業者の教員就職率が「全国第1位」となりました！

アンケート
サイト

第48号��2019年2月発行
http://www.hyogo-u.ac.jp

「教育子午線」では、読者の皆さまの声を生かした誌面
づくりを目指しています。はがき、インターネットのアンケー
トサイト、メールでご意見、ご感想をお寄せいただいた方
にオリジナルのボールペンまたは付箋紙を進呈します。
【あて先】
〒673-1494　兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学大学広報室
�0795･44･2431　  0795･44･2320
�office-koho@hyogo-u.ac.jp

アンケートサイトURL
https：//jp.surveymonkey.com/r/K6PT8YD

▶▶編集後記 ◎�あなたの声を聞かせてください
教育最前線の記事作成に当たり、部活動につい

ていろいろ下調べをしたのですが、ネットやテレビの

報道以上に中央省庁等で議論されていることに

大変驚きました。「その時代の価値観に合わせて

部活動も変わるべきである」という有山先生の解

説にも目からうろこが落ちる思いです。今号が部活

動に関わる方々の一助となれば幸いです。（ふ）

K y o i k u - S h i g o s e n
教育子午線Fe br u a r y, 2 019

vol.48

※バックナンバーは兵庫教育大学ホームページでご覧ください

◎取材風景
グローバル化推進教育リーダーコース坂口真康助教の取
材の様子です。毎号、「この先生にズームイン」のコーナー
を楽しく読んでいるとのこと。学生時代から現在に至るまで
の、さまざまな国での経験についてお話しいただきました。

大学院説明会（加東）

大学院説明会（神戸）

発行／国立大学法人兵庫教育大学�大学広報室
編集協力／㈱神戸新聞総合印刷

この印刷物は再生紙を使用しています。

兵庫教育大学からのお知らせ
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